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メタン発酵バイオ液肥とは

○バイオ液肥の利用について
・以下のように、バイオ液肥の利用拡大によって地域への多面的な効果が期待されます。

－耕種農家においては、化学肥料施肥費用の削減
－畜産農家においては、たい肥需要の確保、さらなる経営規模の拡大
－地方自治体においては、廃棄物の資源化による処理コストの低減

・バイオ液肥を利用することで資源の有効活用による循環型農業に寄与している一方、利用先の確保や地元農家の理解が課題となっ
ており、より莫大な費用・エネルギーを要して水処理等している自治体・事業者が多い現状です。こうした点がバイオガスプラント建設及び
地域バイオマス活用の大きな課題となっています。こうした取組は、農家一人一人の理解を得ることが重要であるとともに、地域一体となっ
て取組を推進することが重要であり、バイオ液肥利用推進に向けた体制構築が急がれています。

○バイオ液肥とは
・メタン発酵処理によって生成したバイオマス由来の液体肥料を指します。
・メタン発酵後の残渣は、ほとんどが水（95％以上）ですが、窒素・リン・カリ等の肥料成分を多く含んでおり、液肥として利用できます。
この残渣を「バイオ液肥」として農地利用することが期待されます。

メタン発酵バイオガスプラント家畜排せつ物・食品残渣等 エネルギー・発酵残渣の農業利用

エネルギー
（電気・熱等）

発酵残渣
（たい肥・液肥）

循環型農業の推進

本来、ゴミとして処分している物を有効活用
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○バイオ液肥の肥効について
取組事例の地区ごとにバイオ液肥の成分量に差が見られますが、原料の違いが一因にあります。
紹介している取組事例は全て効果分析を行った上で肥料登録しており、肥効性を確認しています。

※農業用ハウスへの熱供給
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